
社会福祉法人相模原市社会福祉協議会 第４回評議員会 議事録（要旨） 

日  時 令和５年３月２８日（木） 午後１時３０分～午後３時３０分 

場  所 相模原市立あじさい会館 ６階 展示室 

議  題 議案第８号   社会福祉法人相模原市社会福祉協議会事務局の組織及び職制 

に関する規程の一部を改正する規程について 

議案第９号  社会福祉法人相模原市社会福祉協議会嘱託職員就業規程の一

部を改正する規程について 

議案第１０号  社会福祉法人相模原市社会福祉協議会非常勤職員等就業規程

の一部を改正する規程について 

議案第１１号  令和５年度社会福祉法人相模原市社会福祉協議会事業計画及

び予算について 

議案第１２号  生活資金一時貸付の償還免除について 

＜議案は、審議の結果、承認されました。＞ 

報告事項 報告第１４号  会長及び常務理事の職務の執行状況について 

報告第１５号  役員等損害賠償責任保険契約について 

 

議 事 要 旨 

議案第８号 社会福祉法人相模原市社会福祉協議会事務局の組織及び職制に関する規 

程の一部を改正する規程について 

（質問）日常生活自立支援事業に係る緑区管内の事務について、津久井地域事務所が行っ

ていた事務を緑区事務所で行うことになっているが、津久井地区は緑区事務所か

ら訪問する距離が長く、職員が大変ではないかと心配している。 

（回答）津久井方面への訪問対応については、訪問曜日を集中化するなど効率を工夫した

り、訪問途中の各地域事務所を休憩拠点にするなど、訪問する職員に配慮するこ

とを想定している。 

議案第１１号 令和５年度社会福祉法人相模原市社会福祉協議会事業計画及び予算につ

いて 

（質問）一人暮らし高齢者が増えているが給食サービスの予算が減額となっている。その

背景は何か。 

（回答）市社協の給食サービスは週４回提供しているが、民間の給食業者では希望により

毎日配達するところもり、そちらを選ぶ利用者が増えてきた。 

（質問）市の受託金が多いようだが、市から市社協へ依頼するのか、それとも市社協から 

要望しているのか、予算の組み立て方を教えてほしい。 

（回答）受託事業は市が制度設計をするものであり、市社協に依頼することでより効果的

に進められるとの考えから委託するものである。また、市社協として取組を進め

ていきたい事業に関しては、むしろ補助金を得ている。 

議案第１２号  生活資金一時貸付の償還免除について 

（質問）民生委員は、貸付けの際に立会い、申請書に署名している。一方、償還指導につい

ては、その借受人に対して担当民生委員が関わることは強いられていない。民生

委員の立会いは必要なのか。また、償還免除の対象として「借受人が借り受け後、

３年以上継続して生活保護費を受給しているとき」とあるが、市から市社協に生

活保護受給状況などの情報を提供してくれるのか。 
（回答）この事業が成立する以前は、民生委員が地域の生活困窮世帯に対して自己負担で生活

費を貸し渡していたという歴史的経緯があり、民生委員の負担軽減のために一緒に取

り組まれてきた事業であったと承知している。しかし、近年、市外転入出世帯の増加

や近隣同士の関係性希薄化などを背景に、借受人の状況把握が難しくなってきている。

民生委員の負担感も伺っており、償還通知は本会事務所から直接本人宛に届くように

行ってきた。 



     なお、個人情報の関係もあり、市から生活保護に関する受給者情報は無い。また、

生活資金一時貸付の借受人に関する情報も市に提供していない。借受人がその後生活

保護を受給した場合は、本人から申し出てもらわないとわからない。 

（質問）償還免除に関して、最終償還期限の１０年以上を経過して償還が困難な方についても

免除対象とされているが、今回、ここに上げられた方で全てか。本来はここで該当者

が全て上がってくるものだと思われる。これに該当する人がまだいるのであれば確認

したい。 

     なお、返済できないような方は１０年待たずに早めに免除をしていった方がよいの

ではないか。また、貸付後、市社協と本人とどういうやり取りをしているのか、市社

協事務の取り扱いの見直しや検討が必要ではないか。 

（回答）償還対象者の中には１０年以上経過した後も、その後生活が改善して返済をはじめる

方もいる。今回のように市外転出等で連絡が取れない方のみ償還免除の対象としてい

るが、指摘いただいた内容を事務局内で検討する。 

 

 


